
．
匿
愈
…
淋
蹴
戴
の
脚
立
に
就
い
て
（
漕
醸
）

第
二
十
七
巻
　
第
一
號

八
㎎

度
會
紳
道
の
成
立
に
就
い
て

猛
騒し

春

原

出日

雄

　
隠
秘
無
難
を
成
汚
せ
し
め
た
直
接
の
動
機
に
就
㍗
て
は
、
吉
見
幸
和
の
、
五
部
書
論
辮
」
に
よ
る
と
、
隠
忍
内
宮
は
我
國
に
於
け
る
最
高

の
紳
と
し
て
朝
野
の
影
響
を
受
け
ら
れ
た
析
で
あ
っ
た
が
、
外
宮
繭
確
た
る
野
禽
氏
が
、
治
承
年
間
よ
り
永
仁
年
間
ま
で
に
～
、
紳
道
五
部
．

書
」
以
下
の
書
を
爾
害
し
て
外
宮
を
内
宮
と
尉
じ
御
幕
に
、
叉
は
そ
れ
以
上
に
引
上
げ
奉
ら
ん
と
し
て
後
宮
の
郷
由
緒
を
託
り
、
御
撰
を

謬
れ
た
る
外
灯
黒
蓋
止
弊
宅
禦
、
園
常
立
尊
と
し
、
内
宮
の
祭
榊
、
，
天
雑
著
紳
の
組
紳
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
と
し
、
叉
日
の
御
榊
天

照
大
悟
を
五
行
論
に
よ
っ
て
火
徳
の
紳
に
、
國
常
立
論
を
五
徳
の
紳
に
と
配
す
る
事
よ
り
、
胤
行
絹
寛
の
理
か
ら
外
宮
が
内
宮
に
克
つ
事

を
曙
に
示
し
ま
つ
ら
ん
と
し
た
事
に
よ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
抑
々
爾
宮
の
御
側
凌
、
祭
紀
に
就
い
て
は
、
…
、
延
謄
儀
式
覆
」
や
㎝
、
延
喜
太
紳
宮
式
」
に
も
見
ゆ
る
如
く
、
そ
の
創
麗
以
來
内
宮
に
重
く
、

從
っ
て
飼
官
の
制
に
も
別
異
、
差
等
の
あ
っ
た
事
は
纂
實
で
φ
る
。
而
し
て
そ
れ
が
外
宮
祠
官
度
華
氏
を
し
て
内
外
爾
宮
祠
官
封
等
の
待

遇
を
受
け
ん
こ
と
の
希
望
を
起
さ
し
め
、
途
に
之
が
二
所
大
聖
宮
と
か
二
宮
一
光
と
か
雷
は
れ
る
三
代
信
仰
の
風
潮
に
乗
じ
て
、
二
宮
封

等
、
更
に
は
外
宮
を
内
宮
よ
O
上
位
に
置
か
ん
と
す
る
こ
の
榊
道
を
獲
生
せ
し
め
た
と
す
る
事
は
充
公
理
由
あ
り
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
こ
の
事
に
就
い
て
は
醜
に
吉
見
拳
覇
の
み
な
ら
す
江
戸
糊
代
の
多
く
の
紳
叢
華
奢
、
就
中
中
世
榊
遜
否
定
の
立
場
に
立
つ
國
藥
系
統
の

（8曝）
獅



人
汝
に
よ
っ
て
椀
か
魅
て
る
る
犠
で
あ
み
が
、
瓢
ざ
か
し
れ
の
み
な
ら
す
、
伊
勢
確
概
の
域
立
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
佛
教
行
事
の
聯
富
祭

｛
肥
へ
の
擾
澁
、
そ
れ
よ
り
來
一
る
撫
説
教
庸
勲
態
の
一
帯
革
綴
ぶ
敬
へ
の
浸
鴫
欝
、
一
驚
に
は
鵬
繋
習
瓢
八
ム
隣
等
の
漁
戦
勢
の
獅
訟
蝋
に
よ
る
…
騨
譜
～
の
解
㎝
糧
、
闘
W
ち
顧
…

煎即

a
職
追
の
如
き
…
佛
　
教
勲
職
潰
の
属
襲
焦
魏
葱
蕊
μ
慰
ハ
へ
た
影
郷
W
．
か
考
へ
ら
・
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
伽
勢
参
宮
に
単
一
思
想
の
鞭
つ
え
の
は
す
で
に
丈
獄
の
上
に
奈
良
時
代
の
纂
と
考
へ
ら
れ
る
、
勿
論
忌
…
細
葉
、
大
榊
宮
寺
の
移
韓
、
佛

　
　
　
　
　
　
④

者
の
参
宮
禁
止
等
に
見
ら
れ
る
帯
磁
排
斥
の
態
度
は
あ
っ
た
。
し
か
し
乍
ら
か
、
る
榊
宮
の
奪
嚴
の
維
持
は
軍
に
形
式
的
の
纂
で
あ
っ
て
、

纂
實
に
於
て
は
、
到
底
榊
佛
層
合
の
勢
ひ
を
阻
止
し
得
な
か
つ
の
娠
、
從
っ
て
榊
宮
内
都
に
於
て
も
挙
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
蒔
代
に
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
⑥

て
、
來
世
安
穏
の
爲
の
迭
寺
、
納
．
維
の
供
養
を
行
ひ
、
嗣
宮
に
し
て
韻
蒙
す
る
も
の
豊
、
元
徳
桜
餅
系
圓
」
に
黒
鍵
入
近
く
を
数
へ
得
る
歌

　
　
　
　
⑦

態
で
あ
っ
た
。

　
紳
宮
内
に
於
け
る
か
蕊
る
階
段
は
必
然
的
に
佛
教
と
の
接
泌
を
來
し
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
慧
に
佛
事
の
鱒
宮
接
近
の
事
が
諸
種
の
記

録
に
多
く
見
え
る
様
に
な
つ
カ
。
即
ち
俊
薬
坊
重
源
が
東
大
寺
轡
建
爾
願
の
爲
、
内
宮
に
鞭
て
衆
徒
激
胃
名
と
共
に
大
般
若
経
轄
譲
供
養

霧
つ
お
鑑
め
と
福
響
い
て
大
難
細
金
怨
覆
⑳
佛
翁
雛
麹
大
磐
手
脚
佛
余
梨
乗
葉
細
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

の
佛
豪
饗
に
苓
行
統
又
之
と
港
総
の
空
濠
㌦
蓄
履
装
塁
璽
牟
の
三
轡
亙
っ
て
癸
叢
源

か
参
宮
し
た
の
を
飴
め
と
し
て
頻
O
に
行
は
れ
た
毒
は
、
「
蕎
身
離
」
、
「
薫
葉
」
、
「
沙
石
集
」
、
「
逓
海
家
畜
記
」
等
の
惣
代
の
記
録
に
明
ら

　
　
　
　
　
⑯

か
な
所
で
あ
る
。

　
か
ふ
る
紳
宮
崇
敬
と
佛
教
と
の
接
近
、
及
び
榊
宮
繭
官
の
佛
教
徒
的
と
な
る
傾
向
が
遜
に
度
會
紳
遺
を
成
立
せ
し
め
る
．
一
助
と
な
っ
た

　
　
　
　
簾
曾
紳
遁
の
威
立
に
就
い
て
（
三
崩
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
七
燃
｝
　
第
…
魏
　
　
　
八
灘

．　（S5　）

g



　
　
　
　
獲
愈
憩
滋
の
威
寛
に
就
い
て
（
溝
綴
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笹
翠
七
七
第
褒
　
　
八
六

事
は
、
弘
安
六
年
撰
の
…
、
沙
石
集
㎏
に
あ
る
、
著
者
無
憂
が
榊
富
に
参
詣
し
た
時
に
、

讐
内
宮
外
宮
は
爾
部
の
穴
臼
と
こ
そ
潤
簿
へ
て
侍
れ
云
々
、
内
営
は
胎
藏
の
腎
臓
困
重
腰
細
羅
を
か
た
ど
り
て
、
玉
が
き
水
が
き
あ
ら
が

　
き
な
ん
ど
重
々
也
、
か
つ
を
木
も
九
あ
り
、
胎
藪
め
九
五
に
か
た
ど
る
、
外
宮
は
金
剛
界
の
大
野
、
或
は
陶
彌
陀
と
も
層
侍
也
、
」

と
關
官
よ
り
詮
明
さ
れ
彊
事
．
弘
安
丸
年
の
…
、
聖
駕
滲
詣
認
し
に
も
、
龍
宮
の
事
が
金
胎
爾
部
に
宛
て
ら
れ
、
そ
の
思
想
の
中
に
本
地
叢
邊
、

和
光
同
塵
の
思
想
が
入
っ
て
居
る
事
な
ど
に
も
窺
は
れ
る
。
そ
の
他
「
元
亨
秘
書
曇
紳
仙
痩
黒
黒
紳
宮
の
條
に

　
｝
一
凡
m
騨
宮
事
者
、
線
密
教
砺
立
言
也
、
」

と
あ
る
を
見
て
も
榊
宮
に
籍
教
の
教
義
が
如
何
に
多
く
入
っ
て
居
た
か
を
知
の
う
る
で
あ
ら
う
。

　
獅
ち
、
「
天
地
麗
氣
記
ヒ
、
葛
城
賓
出
記
し
を
始
め
讐
太
宗
秘
府
レ
ニ
、
賓
志
和
術
H
徳
」
一
、
中
臣
祓
訓
解
㎏
「
種
勢
太
紳
病
害
柏
鎭
守
佃
宮
秘

丈
…
阻
爾
宮
形
文
献
繹
…
凱
、
榊
蟻
系
岡
…
㍑
、
石
蝋
本
縁
懸
；
黙
、
大
鷲
本
開
黒
本
縁
継
紙
秘
文
篇
隈
爾
宮
本
誓
理
趣
鷹
詞
術
篇
等
の
爾
部
門
叢
の
書

が
翻
翌
零
露
ん
高
時
岱
作
製
さ
れ
て
・
馨
慧
の
轟
蕩
無
毒
誉
實
脚
や
憂
集
行
の
轟
藩
恥
癩
聚

　
　
　
⑲
　
　
、

心
界
本
源
し
等
に
多
く
引
用
さ
れ
て
屠
る
事
に
よ
っ
て
も
そ
の
影
響
の
如
何
に
大
で
あ
っ
た
か
ゾ
分
る
。
（
度
禽
紳
道
の
威
立
の
上
に
眞
雷

宗
が
他
の
鍬
下
よ
り
多
く
關
興
せ
る
購
は
、
…
単
に
眞
雷
宗
か
他
の
佛
教
に
於
け
る
よ
り
紳
道
に
嘉
す
る
事
に
於
て
よ
O
深
く
且
贋
汎
で
あ

◎
、
大
和
の
大
意
、
紀
州
の
態
野
の
如
意
薫
風
が
眞
静
爵
化
し
て
、
零
点
に
於
け
る
佛
教
的
系
統
と
し
て
最
も
有
力
で
あ
っ
た
と
暫
ふ
事
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

み
に
止
ら
す
、
…
、
以
呂
胎
金
券
界
叫
習
”
…
内
外
二
宮
州
以
諸
工
場
鴻
譲
榊
こ
な
る
瓢
宮
一
光
の
理
迄
冨
ふ
も
の
。
か
、
外
宮
を
以
て
内
宮
と
同
等

の
位
鐙
に
ま
で
引
上
控
ん
と
し
た
慶
會
氏
の
洗
張
を
援
く
る
と
こ
ろ
あ
る
に
無
く
も
の
で
あ
っ
貢
）
。

（　so　）



　
術
佛
教
の
み
な
ら
す
儒
墾
殊
に
朱
畢
、
そ
の
他
、
道
教
陰
陽
鶯
行
嚢
等
支
那
思
想
も
度
會
紳
道
の
域
立
に
大
な
る
影
響
を
輿
へ
た
纂
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
コ

肴
忠
の
…
、
瀞
名
秘
書
笈
び
家
鴛
幾
瀬
豪
雨
概
本
源
F
一
就
い
て
疑
で
も
、
前
麿
に
識
語
易
－
　
．
董
千
㌧
…
、
構
書
　
、
孝
礁
、
左
豊
薦
潭
ミ
燧

維
鴇
春
秋
扁
等
が
、
後
蒋
に
は
…
、
周
子
愚
書
…
塁
道
維
i
馬
添
易
犠
，
五
行
大
義
臨
、
蕪
子
㎏
，
叢
記
警
…
…
、
春
秋
濡
の
諸
書
が
引
用
さ
れ
、
…
、
古
老
期
竃
簿
」
の

禮
七
言
心
密
と
し
て
「
頁
醗
政
要
臨
、
帯
範
賊
飯
軌
」
㎝
、
老
子
継
臨
、
齎
丈
孝
経
臨
、
叢
叢
」
「
肩
令
凱
等
が
継
げ
ら
れ
て
居
る
事
に
よ
っ
て
も
明
ら
か

で
あ
ら
う
．
、
儒
醸
の
壌
で
も
総
勢
榊
遣
に
託
て
特
に
考
へ
ら
る
べ
き
黙
は
、
遊
園
下
席
の
明
経
遺
に
守
ら
れ
て
來
た
古
い
幽
晦
訓
諮
の
學

風
と
共
に
、
薪
た
に
興
つ
た
宋
學
、
そ
の
中
で
も
周
子
の
感
風
の
影
響
が
後
に
な
る
に
つ
れ
て
多
分
に
加
は
り
起
っ
て
居
る
事
で
あ
る
。

朱
墨
の
言
入
は
墨
譜
藤
代
初
期
以
來
の
事
に
観
し
、
伊
勢
無
道
に
影
響
を
及
す
の
は
更
に
臨
代
が
降
っ
た
勝
の
事
で
あ
る
が
、
難
治
元
年

に
は
我
國
に
於
て
も
「
朱
子
論
語
集
註
」
ナ
懇
が
臨
本
に
よ
っ
て
譲
刻
さ
れ
た
蘂
實
か
ら
し
て
、
我
園
上
流
の
人
戸
の
間
に
漸
く
盛
と
な
り

つ
・
あ
っ
た
こ
の
思
想
に
蒼
し
て
、
度
轡
氏
の
人
々
が
金
く
無
關
心
で
あ
り
得
よ
う
筈
は
な
い
．
、
殊
に
群
鶴
に
於
て
朝
廷
で
之
を
御
探
用

に
な
っ
た
の
は
後
醍
醐
天
轟
の
碑
特
以
來
で
あ
る
が
、
吉
野
の
朝
猛
と
深
き
蘭
聯
を
有
し
た
度
會
氏
の
思
想
の
中
に
之
が
深
く
入
り
込
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
’

で
來
る
の
は
亦
當
然
の
事
で
あ
ら
う
。

　
兎
に
角
か
エ
る
歌
態
の
下
に
獲
生
し
た
度
禽
紳
道
が
佛
教
的
で
あ
勘
、
そ
れ
は
叉
儒
教
酌
で
あ
り
、
老
蕪
的
で
あ
の
、
從
っ
て
暫
墨
的

な
傾
陶
を
有
し
た
纂
は
門
下
で
あ
っ
て
、
中
世
封
建
制
慶
醗
愈
に
於
て
始
め
て
戯
園
の
丁
々
に
癒
し
て
、
理
論
的
患
考
と
も
い
ふ
べ
き
も

の
が
來
た
り
、
雷
は
ば
暫
墨
的
反
省
が
な
さ
れ
る
時
に
、
ま
っ
は
佛
敷
な
り
、
慧
敏
な
り
の
立
場
か
ら
そ
れ
が
な
さ
れ
、
そ
こ
に
野
禽
紳

道
の
如
歯
欝
畢
的
弓
も
、
内
灘
論
的
と
も
欝
は
れ
る
紳
道
の
勃
興
を
見
る
に
簗
つ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
脆
禽
瀦
灘
の
磯
黛
に
就
い
て
（
溝
猿
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
第
二
十
七
巻
　
鯵
｝
號
　
　
　
八
灘

（87＞



　
　
　
　
獲
禽
紳
叢
の
域
立
に
就
い
て
（
出
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
7
　
　
　
　
第
三
ナ
七
巷
　
薦
∴
號
　
　
　
八
八

　
河
野
省
三
博
士
に
よ
れ
ば
…
、
榊
道
菰
細
書
」
は
佛
教
墨
黒
へ
の
墾
鶴
甲
識
⑳
下
に
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
せ
ら
れ
て
る
る
。
勿
論
佳

勢
榊
道
に
於
い
て
は
劔
電
熱
道
と
し
て
猫
臨
な
立
場
は
＋
分
認
め
ら
れ
る
燐
で
あ
紅
、
反
本
地
素
志
的
な
思
想
の
傾
向
に
し
て
も
、
そ
れ
陶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

が
意
識
的
に
表
掲
せ
ら
れ
て
る
な
こ
と
は
「
気
道
五
榔
書
」
に
始
る
と
も
考
へ
ら
れ
♂
。
し
か
し
な
が
ら
あ
く
ま
で
佛
教
へ
の
封
抗
を
意
圃

し
、
こ
れ
を
強
く
主
．
癒
し
つ
・
も
、
爾
ほ
且
つ
佛
教
よ
り
離
脱
し
得
な
か
っ
た
所
に
、
中
世
鳥
道
の
一
つ
の
特
色
が
あ
る
。
更
に
云
へ
ば
、

築
く
認
識
的
解
麗
を
以
て
充
た
し
て
み
る
運
否
的
紳
道
論
と
、
之
よ
り
離
落
し
て
臼
本
猫
肖
の
紳
道
に
達
せ
ん
と
す
る
意
識
の
上
に
立
て

る
「
二
道
五
部
書
」
の
流
れ
と
は
、
こ
、
に
紹
乱
立
す
る
…
…
種
の
榊
道
論
と
見
倣
す
べ
く
、
而
し
て
こ
の
二
つ
の
間
に
於
い
て
、
互
に
關
聯

　
　
　
　
＼

し
つ
」
も
、
中
世
悪
道
理
論
が
展
開
し
て
行
く
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
而
し
て
、
そ
の
間
に
中
点
潮
道
の
有
つ
大
な
る
課
題
が
存
す
る
。
反

本
地
塞
迩
読
の
問
題
、
伊
勢
紳
道
に
署
し
く
現
れ
る
實
践
的
規
範
の
問
題
、
ま
だ
法
性
榊
、
本
島
榊
、
大
元
品
等
の
思
念
、
讐
遍
的
療
理

に
よ
る
要
道
舞
振
懇
親
の
構
域
等
、
種
々
の
岡
題
が
そ
こ
に
考
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
等
に
就
い
て
は
又
他
臼
の
機
翼
に
護
る
事
と
す
る
。

　
し
か
ら
ば
こ
の
誌
代
に
於
て
、
佛
教
榊
遣
に
押
立
し
て
最
初
の
哲
墨
的
理
論
榊
道
と
も
雷
ふ
べ
き
も
の
を
域
立
さ
せ
た
度
會
上
道
は
、

纂
實
と
し
て
は
如
何
な
る
形
熊
の
下
に
獲
生
し
た
で
あ
ら
う
か
。
吉
田
受
諾
の
雷
を
借
⇔
て
言
へ
ば
、
こ
の
榊
道
は
本
皮
縁
起
紳
道
で
あ

　
＠

つ
た
。

　
そ
れ
は
そ
の
窟
の
ご
と
く
、
｛
、
五
道
五
都
電
」
以
下
に
記
す
所
は
紳
宮
の
縁
鎚
で
あ
る
が
、
し
か
ら
ば
こ
・
に
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の

初
め
内
宮
に
封
ず
る
封
立
意
識
・
欝
壷
生
し
た
度
愈
榊
道
か
、
そ
の
形
と
し
て
ぱ
何
故
に
縁
起
紳
道
と
し
て
硫
黒
し
た
か
と
言
ふ
肇
。
あ

ら
、
り
。

（　8，9　）



　
こ
の
事
に
就
い
て
は
か
つ
て
岡
田
米
夫
氏
が
㎝
、
伊
勢
都
道
の
獲
生
過
程
」
に
於
い
て
意
見
を
轟
さ
れ
て
る
る
。
即
ち
、
こ
の
時
代
に
於
け

る
就
禽
経
・
尼
上
の
原
信
か
ら
、
蒸
留
幽
籔
の
制
度
と
し
て
崇
敬
の
樹
象
で
あ
っ
た
爾
宮
が
、
國
民
崇
徽
の
中
に
融
合
せ
ら
れ
て
、
そ
れ
と

と
も
に
之
に
關
聯
し
て
紳
宮
が
國
民
の
麟
敬
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
窮
を
採
り
あ
げ
て
居
る
。

　
か
、
る
紳
宮
へ
の
都
窪
酌
崇
敬
の
甦
・
曾
、
維
親
電
事
情
に
つ
い
て
は
、
度
會
弘
訓
の
…
、
御
師
考
離
」
及
び
｝
、
太
紳
宮
私
幣
事
略
」
な
る
爲
本

に
そ
の
史
料
を
絹
當
慶
く
輯
録
し
て
あ
る
。

　
即
ち
聖
安
時
代
に
於
け
る
榊
宮
は
、
朝
廷
の
御
鯨
敬
天
下
の
諸
就
に
異
り
、
購
家
最
高
の
宗
騰
と
し
て
特
殊
の
地
位
を
保
っ
て
る
た
。

｛、

ｾ
紳
宮
諸
雑
票
詑
」
に
見
ゆ
る
延
暦
二
十
年
四
月
十
四
撮
の
格
に
も
、

　
「
太
榊
宮
事
異
慧
於
諸
耽
噛
難
ド
有
二
無
剰
ゆ
非
一
一
改
減
之
限
一
突
者
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

と
見
え
、
こ
の
事
は
、
「
延
暦
儀
式
帳
」
や
「
延
喜
太
榊
宮
式
」
に
於
て
も
明
ら
か
に
制
度
化
さ
れ
て
み
る
所
で
、
前
者
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
フ

　
【
、
禁
断
幣
齢
、
王
臣
家
跡
諸
民
之
、
不
〆
垂
訓
進
前
事
齢
噛
重
禁
断
、
鷲
以
二
欺
庸
愚
幣
齢
遜
人
出
波
、
准
二
流
罪
朔
輿
車
之
し

と
兇
え
、
「
延
喜
太
聯
宮
式
」
に
も
、

　
一
、
凡
王
随
以
下
、
不
g
得
瓢
獣
供
二
大
榊
幣
由
蝋
其
三
后
皇
太
子
、
若
有
ド
慮
一
着
者
、
臨
蒔
奏
聞
、
」

と
あ
り
一
其
他
喪
覧
二
年
四
月
瓢
十
四
臼
空
虚
頼
業
の
黒
蜜
や
、
「
車
右
記
」
永
久
二
年
正
月
十
六
日
の
條
に
も
そ
の
事
が
あ
り
、
園
家
の

奉
幣
以
外
は
董
駆
以
下
の
私
幣
二
審
を
明
ら
か
に
禁
止
し
て
み
る
。
之
鋳
、
大
藩
宮
儀
式
解
三
＋
一
に
も

　
触
、
或
論
に
、
既
制
は
上
代
よ
り
の
事
に
は
あ
ら
じ
、
漢
意
を
專
ら
用
ら
る
』
御
世
と
な
り
て
の
制
な
ら
ん
、
」

　
　
　
　
疲
奪
瀞
甦
の
域
立
に
就
い
て
ハ
清
賑
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
こ
十
七
魯
　
雑
L
號
　
　
　
八
九



　
　
　
　
．
臓
癒
織
漁
附
澱
｝
悔
鏡
立
に
就
い
て
（
藩
譲
）
．
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
幸
七
繊
〕
　
駕
二
號
　
　
　

九
〇

と
し
て
、
之
が
騰
令
の
天
子
宗
廟
の
欄
の
模
倣
で
あ
る
事
を
指
摘
し
て
み
る
。

　
殺
し
て
経
済
の
上
に
も
霞
く
は
紳
窯
郡
、
紳
八
郡
の
紳
領
が
あ
り
、
其
他
諸
國
に
榊
戸
を
有
す
る
こ
と
多
く
、
私
の
奉
幣
を
干
せ
ら
れ

て
も
更
に
闘
乏
献
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
朝
儀
の
式
微
と
地
方
特
政
の
混
鳳
は
上
建
の
制
慶
を
有
名
無
實
な
ら
し
む
る
に
至
り
、
「
難
γ
有
二

籐
糊
叫
非
改
減
之
限
こ
と
し
た
紳
宮
の
粥
足
を
も
亦
窮
乏
に
ま
で
導
く
事
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

．
ピ
翻
ち
拳
安
三
代
末
期
以
降
の
恒
例
の
毒
幣
費
や
、
式
年
御
蓬
替
遜
鵬
翼
の
窮
乏
は
、
．
新
に
勃
興
し
た
武
療
鴬
よ
つ
て
用
途
が
獄
ぜ
ら
れ

る
の
傾
向
を
饗
し
た
、
聯
ち
㎝
、
蔓
詑
」
久
安
四
年
穴
弩
＋
六
β
の
條
に
児
ゆ
る
頼
長
の
私
奉
幣
を
祁
め
と
し
て
「
答
妻
鏡
聖
王
葉
㌧
等
の
常
代

の
詑
録
に
見
ゆ
る
単
安
末
期
か
ら
鎌
倉
禰
期
に
か
け
て
の
源
義
朝
、
頼
輔
以
下
に
よ
る
砂
金
、
紳
馬
、
叢
叢
等
の
馬
櫛
や
」
下
総
、
安
厨
、

義
駿
渡
鍵
婁
累
砦
所
要
厨
蛍
雪
の
藤
と
な
っ
た
の
で
あ
魎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
又
紳
宮
に
於
け
る
か
・
る
歌
態
は
祠
嘗
の
冗
騒
救
濟
の
意
を
も
伸
っ
て
御
師
欝
欝
の
威
長
を
酸
し
、
そ
れ
ら
の
御
師
に
よ
る
諸
國
へ
の

大
面
の
分
配
や
、
元
榊
領
の
人
民
が
毒
虫
を
持
参
し
て
口
入
の
紳
主
の
家
に
と
ま
る
側
よ
め
し
て
更
に
諸
國
の
参
宮
入
を
御
師
の
家
に
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
⑰

せ
し
む
る
蓼
に
ま
で
獲
漉
し
て
行
く
事
と
な
っ
た
。
而
し
て
こ
の
御
師
が
血
刀
師
、
御
新
薦
師
の
名
の
下
に
諸
闘
の
道
者
と
師
君
關
係
を

結
ん
だ
事
は
、
…
般
闘
艮
の
紳
宮
参
詣
者
の
櫓
毒
す
る
傾
向
を
奥
に
促
が
す
事
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
而
し
て
こ
の
傾
陶
は
軍
に
私
の
奉
幣
の
み
に
北
ら
す
、
「
太
紳
宮
諸
難
事
些
し
安
和
二
年
の
條
に
は

　
「
左
大
阪
源
高
明
公
鱒
申
而
件
謀
反
企
可
匡
被
灘
威
烈
一
之
由
、
腿
夜
朝
暮
新
篇
構
於
二
所
帯
紳
宮
ψ
之
由
有
二
其
風
聞
二
選
々
」

と
あ
る
如
く
私
の
勝
濤
も
盛
に
行
は
れ
た
事
は
「
答
毒
鏡
扁
に
頼
朝
が
薄
永
三
年
正
月
三
田
泓
藤
の
爲
長
日
の
祈
灘
や
私
の
臨
蒔
祭
を
行
ふ

（｛o）



爲
に
御
厨
凄
灘
獄
し
た
事
を
始
め
、
こ
の
當
時
の
追
録
に
多
く
冤
ら
れ
る
漸
で
あ
る
。
，

　
か
・
ゐ
無
畏
的
母
数
の
妖
勢
は
、
之
に
擁
ふ
る
に
穿
安
末
期
の
戦
轡
的
澱
餓
に
よ
っ
て
生
す
る
入
猟
の
不
安
、
及
び
そ
の
頼
る
燐
を
求

む
る
に
苦
ん
だ
事
や
、
當
代
盛
に
行
は
れ
た
熊
野
詣
及
び
一
般
野
寺
の
物
詣
の
流
行
に
よ
っ
て
｝
贋
盛
ん
と
な
り
、
　
「
般
庶
男
の
捗
勢
参

宮
が
ひ
ろ
く
行
は
れ
る
事
と
な
っ
た
。

　
凡
そ
、
こ
の
疇
代
の
紳
佛
の
信
仰
は
、
主
と
し
て
は
現
當
二
世
の
安
樂
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
融
宮
に
饗
し
灘
っ
て
も
他
と
異
る
所
な
膏

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
時
代
臨
御
の
上
に
盛
ん
で
あ
っ
た
熊
厨
三
山
、
山
王
樺
現
と
は
異
り
て
、
挙
安
衛
期
の
、
畏
寛
勘
丈
」
に
見

え
る
紳
位
欝
ひ
や
、
「
轡
四
鏡
」
其
他
「
明
月
叢
論
貰
錬
抄
…
…
等
に
載
せ
ら
れ
る
郁
勢
熊
野
の
儒
仰
嬢
ひ
、
そ
の
他
の
闘
穣
の
沙
汰
等
に
あ
っ

て
も
い
つ
も
鷺
宮
の
参
詣
者
が
熊
野
の
ぞ
絶
4
2
凌
駕
し
て
み
る
の
は
、
書
ふ
ま
で
も
な
く
地
理
的
關
係
其
他
の
事
構
は
介
得
す
る
と
し
て

も
、
何
よ
り
も
発
づ
紳
宮
が
本
質
的
に
國
家
婆
の
宗
廟
で
あ
る
事
葱
㎜
墜
轡
に
も
認
め
㌫
れ
て
認
識
か
ら
で
あ
っ
て
、
霧
妻
鏡
あ

　
「
天
照
大
紳
考
豊
秋
津
本
主
鰹
帝
羅
宗
也
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
襯

と
云
ふ
交
や
、
性
儒
上
入
の
「
欝
困
縁
集
」
に
見
甑
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
「
此
即
我
朝
根
源
也
、
故
枇
申
有
衆
生
智
此
紳
末
也
ご

と
言
ふ
旬
も
之
を
實
締
す
る
む
の
で
、
か
き
4
3
隠
代
の
勢
が
亦
こ
の
轡
勢
参
宮
を
促
進
せ
し
め
た
事
も
亦
否
み
難
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甑

　
更
に
降
っ
て
文
永
、
弘
安
の
國
難
は
紳
宮
鷲
敷
の
勢
を
増
し
、
。
か
・
る
麟
難
を
契
機
と
す
る
園
家
的
の
躇
髭
は
三
富
に
あ
っ
て
は
紳
宮

儒
仰
の
宗
敏
化
、
紳
道
曲
教
理
の
強
化
が
必
要
と
し
て
感
ぜ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
が
、
國
斑
の
紳
宮
に
接
潰
し
ま
つ
る
の
事
態
は
ま
す
ぐ

　
　
　
　
　
騰
奮
紳
道
の
脚
立
に
就
い
て
ハ
滞
療
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
十
七
巻
　
第
㎝
號
　
　
　
九
一

（　9．1）



　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
慶
曾
赫
滋
の
威
立
に
響
い
て
（
溝
醸
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頭
町
二
十
七
巻
　
鶴
乙
號
　
　
　
九
二

大
き
く
な
っ
た
。

翻
ち
「
太
聯
宮
諸
難
馨
認
」
に
見
ゆ
る
承
不
麟
年
九
月
紳
欝
血
の
夜
に
は

　
［
、
欝
群
鳥
騒
天
大
雨
腰
回
沃
、
参
宮
入
千
萬
不
仔
論
隔
一
貴
賎
↓
恐
畏
捲
二
心
紳
一
邊
二
野
宮
中
一
之
聞
、
御
川
水
撫
堪
天
入
馬
懸
詞
堪
二
二
行
ご

と
あ
る
を
始
め
、
「
勘
仲
説
」
に
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
「
凡
遽
近
萬
邦
参
宮
入
不
ゼ
知
二
幾
千
萬
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞠

と
あ
働
、
そ
の
他
交
永
三
年
の
…
、
内
宮
鶏
魚
沙
汰
丈
」
に
も
、
薫
風
を
拝
せ
ん
と
し
て
來
6
参
す
る
も
の
勲
萬
と
書
ひ
、
…
、
一
刀
師
沙
汰
丈
し

に
は
元
弘
二
年
に
参
詣
者
を
抑
留
す
る
事
に
就
い
て
の
票
が
見
え
た
り
噛
「
文
保
服
假
令
し
花
幽
天
綴
丈
保
二
年
の
條
に
は
、
尾
張
、
美
濃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻

等
よ
り
参
詣
者
が
來
為
事
が
記
さ
れ
て
み
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
．
而
も
て
前
簾
の
岡
田
氏
の
論
丈
に
よ
れ
ば
、
か
潤
る
園
罠
信
搾
の
愚
生
が
、
榊
宮
側
“
4
8
し
て
一
般
民
衆
と
一
癬
辮
接
に
六
斎
を
結
ぶ
必

要
を
感
ぜ
し
め
、
そ
の
信
仰
を
瀦
足
せ
し
め
る
方
法
と
し
て
獲
生
し
た
の
が
伊
勢
書
道
で
あ
る
と
奮
ふ
の
で
あ
る
。

　
い
か
に
も
そ
の
読
の
如
く
、
も
と
制
度
の
上
か
ら
す
れ
ば
、
元
來
紳
宮
は
園
家
の
宗
廟
で
あ
り
、
皇
室
の
灘
紳
で
あ
ら
せ
ら
れ
て
、
榊

宮
階
灘
と
す
れ
ば
唯
祭
祀
奉
齋
の
嚴
修
を
事
と
す
れ
ば
足
り
る
わ
け
で
あ
り
、
特
に
そ
の
御
講
穗
を
宣
流
す
る
こ
と
や
信
仰
の
普
及
な
ど

に
努
力
す
る
必
要
は
更
に
な
い
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
乍
ら
更
に
一
歩
を
準
の
て
考
ふ
る
な
ら
ば
、
か
ご
傭
幾
代
の
鰯
民
信
搾
と
、
こ
の
紳
這
が
総
趨
勢
紳
滋
糊
の
立
場
に
あ
っ
た
と

君
ふ
婁
の
關
係
、
更
に
鷺
へ
ば
そ
れ
が
内
宮
と
の
擁
立
意
識
の
下
に
外
宮
綱
官
度
・
曾
氏
の
間
に
獲
生
し
た
と
云
ふ
事
、
而
し
て
前
蓮
の
御



師
、
．
認
刀
師
、
御
句
濤
師
と
呼
ば
れ
る
紳
講
師
職
は
そ
の
間
に
あ
っ
て
軍
に
道
管
と
戦
旗
的
に
繍
び
付
く
以
外
の
役
割
を
果
し
て
は
屠
な

い
で
あ
ら
弘
が
、
是
等
の
事
か
こ
」
に
問
題
と
な
っ
て
謬
る
と
考
へ
ら
れ
る
凸
．

勿
論
儲
勢
紳
逡
が
外
嫡
嗣
官
度
愈
氏
の
手
に
よ
ケ
て
成
立
し
た
事
は
、
既
に
蓮
べ
た
如
く
、
外
宮
が
そ
の
地
位
わ
丙
欝
と
同
等
に
ま
で

引
上
ぴ
ん
と
し
た
要
求
よ
の
幽
し
た
事
は
曝
霞
で
あ
る
と
し
て
も
、
更
に
こ
・
に
湾
へ
ら
れ
る
事
は
爾
宮
の
地
理
的
位
澄
の
相
違
で
あ
ら

う
。
諸
種
の
榊
宮
参
舞
認
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
如
く
、
古
來
よ
り
参
詣
の
順
路
と
し
て
は
必
ず
外
宮
を
先
と
す
る
の
が
常
で
あ
っ

た
ゆ
即
ち
外
宮
の
鎭
塵
地
た
る
山
田
原
は
、
内
宮
の
鎭
座
地
で
あ
る
五
十
鈴
川
上
に
封
し
て
言
へ
ば
、
宇
治
に
至
る
門
戸
と
も
云
ふ
べ
き

地
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
は
羅
に
外
宮
が
内
窩
よ
り
は
参
葬
者
の
近
寄
O
易
嚢
に
止
ら
す
、
こ
れ
と
と
も
に
又
他
の
諸
事
惰
弼
，
へ
ば
斑
衆
酌

佛
教
僑
仰
の
如
き
も
の
の
影
身
を
受
け
馳
い
こ
と
急
ま
た
内
宮
よ
り
は
近
し
い
關
係
に
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
康
永
元
年
（
興
國
三
年
）
の
坂
＋
佛
の
「
太
榊
宮
参
詣
記
」
に
よ
る
と
、

　
「
就
中
當
宮
参
詣
の
ふ
か
き
な
ら
ひ
は
、
念
珠
を
も
と
ら
す
、
幣
椙
を
も
捧
げ
す
し
て
、
心
に
終
る
虚
な
き
を
内
溝
浮
と
い
ふ
、
潮
を
か

　
き
水
を
あ
び
て
、
身
に
け
が
れ
た
る
慮
な
嚢
を
外
蝦
藻
欝
と
い
へ
り
、
内
外
溝
浄
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
榊
の
心
蕩
心
と
隔
…
な
し
、
既
に
榊
明

　
に
お
な
じ
、
し
か
ら
ざ
れ
ば
何
を
鍍
て
か
瞬
講
の
心
あ
る
べ
嚢
や
、
こ
れ
翼
蟹
の
参
宮
な
り
と
う
け
給
は
り
し
程
に
傷
仰
の
涙
と
ゴ
め

　
が
た
し
、
」

と
あ
っ
て
、
か
、
る
教
理
的
な
論
明
を
参
詣
潜
た
み
彼
が
聞
き
て
感
涙
に
咽
び
た
り
と
せ
ば
そ
れ
は
誰
か
ら
読
か
れ
た
か
は
明
ら
か
で
な

い
が
、
恐
ら
く
こ
の
蒔
に
高
熱
共
に
閑
談
せ
し
と
書
ふ
常
時
の
長
官
（
一
ノ
禰
宜
）
家
蚕
か
ら
と
で
も
考
へ
ら
れ
よ
う
が
、
そ
れ
で
な
い
と

　
　
　
　
鍛
脅
轟
溢
の
成
立
に
就
い
て
箕
輪
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
＋
七
巻
猛
毒
　
　
尻
　
肝

（　9：3　）



　
　
　
　
　
慶
愈
　
紳
唄
滋
の
擁
立
に
就
い
て
（
瀬
…
醸
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
．
　
第
二
十
七
舞
一
　
第
一
號
　
　
　
九
醒

し
て
も
こ
の
事
か
ら
し
て
も
鴬
時
外
宮
に
於
て
は
｝
つ
の
支
配
欝
欝
紳
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
を
有
し
、
之
に
よ
っ
て
大
衆
の
儒
擁
を
導
か

ん
と
努
力
し
つ
・
あ
っ
議
事
が
窺
ば
れ
る
の
で
あ
り
、
恐
ら
く
そ
の
六
衆
指
導
の
役
は
漸
謂
榊
欝
無
職
の
如
き
人
々
の
手
に
よ
っ
て
行
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

れ
て
居
た
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
更
に
こ
の
事
は
揮
勢
聯
遺
に
於
け
る
中
慰
撫
の
傳
來
に
於
て
も
見
ら
れ
る
。
中
鷺
誠
は
中
世
以
降
榊
蓮
の
藪
典
と
し
て
爲
本
書
紀
紳
代

謝
と
共
に
擁
く
行
は
れ
、
…
從
っ
て
叉
多
く
の
紳
道
家
に
よ
っ
て
諸
種
の
註
濁
声
が
作
ら
れ
た
が
、
伊
勢
謀
判
に
裁
て
も
又
多
く
の
祓
詞
及

び
祓
の
行
事
に
關
す
る
簿
を
集
録
、
徳
毒
し
て
み
る
．
、
」
即
ち
世
に
　
、
樹
重
解
除
妙
」
の
名
を
以
て
聞
え
て
み
る
明
慮
六
年
五
月
岩
井
韻
爾
篁

の
書
篇
し
た
諸
厭
集
の
如
き
は
そ
の
最
も
よ
い
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
而
し
て
慮
永
九
年
…
　
拷
九
二
大
中
甑
瀞
微
の
階
名
の
存
す
る
、
も
と
荒
木
田
家
に
傳
つ
た
中
翫
蔽
に
よ
れ
ば
、
申
隠
蔽
の
本
文
の
後
に
　
ω

七
種
蔽
以
下
、
紳
墨
黒
の
類
が
牧
録
さ
れ
て
あ
り
、
業
繋
宮
丈
庫
に
遷
す
る
荒
木
田
氏
経
癩
傳
本
中
翫
蔵
に
は
中
雛
駿
の
外
二
三
の
榊
舞

調
及
び
七
種
三
等
を
牧
録
す
る
が
、
中
随
誠
の
本
丈
の
前
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

・
競
御
　
畝
サ
イ
シ
部
ニ
マ
イ
ド
、
セ
ン
キ
リ
、
サ
ン
タ
、
ウ
ソ
マ
キ
、
テ
ヲ
ウ
タ
セ
ラ
ル
」

ど
あ
っ
て
、
紳
簿
詞
及
び
申
臣
祓
は
、
銭
切
、
野
馳
の
後
に
串
す
べ
音
事
と
す
る
が
如
き
拝
式
の
作
法
を
具
し
、
そ
の
詞
の
中
に

需
略
錦
ア
ギ
業
麩
ノ
簿
ノ
客
前
・
・
氏
嚢
畏
養
家
申
事
ノ
由
．
卸
ご

と
あ
っ
て
明
ら
か
に
華
奢
参
宮
の
際
の
爲
に
作
ら
れ
た
親
詞
で
あ
り
、
衆
廉
の
切
賢
な
る
鶴
翼
に
戯
し
た
も
の
で
あ
る
、
更
に
他
の
問
様

の
醜
詞
の
中
に
は



　
一
、
三
略
）
今
ノ
御
誠
ノ
叢
叢
ノ
数
験
論
依
テ
、
茎
乗
勝
所
出
鱗
ル
鴉
。
灘
．
騰
劔
ノ
恐
ヲ
ハ
・
来
不
薦
二
他
方
エ
綿
邊
テ
（
後
略
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
度
一
萬
度
ノ
づ
ト

と
あ
っ
て
祓
の
度
激
に
よ
る
敷
瞼
を
強
調
す
る
等
、
衆
廉
の
僑
彫
心
に
廓
し
た
旧
藩
を
窺
は
し
め
る
。
・

　
製
し
て
七
種
誠
に
於
て
も
、
眞
雷
宗
の
榊
秘
の
呪
丈
あ
隔
多
く
採
レ
リ
入
れ
て
わ
危
、
後
の
吉
醸
勲
写
照
に
於
け
る
三
部
榊
経
の
源
流
と
考
へ

ら
れ
る
難
が
存
す
る
。
勿
論
伊
勢
不
道
に
重
て
は
、
後
の
吉
田
榊
遺
が
或
は
中
二
線
の
本
文
を
＋
二
毅
に
分
っ
て
モ
れ
が
理
解
に
便
な
ら

し
め
、
或
は
童
名
を
以
て
譲
讃
本
を
作
っ
て
流
布
し
、
或
は
庶
民
を
し
て
譲
講
の
勢
を
輕
減
せ
し
め
ん
が
爲
に
そ
の
要
桶
を
摘
記
し
て
最

要
中
阪
誠
を
撰
．
ん
だ
如
歯
集
は
な
か
っ
た
が
、
似
勢
聯
避
に
於
て
も
眞
欝
宗
に
戴
ん
で
総
授
の
形
式
を
と
る
に
蓋
つ
た
の
み
な
ら
す
、
そ

の
内
容
に
於
て
衆
庶
の
信
仰
に
即
し
だ
も
の
を
有
し
て
居
た
事
は
油
鎖
に
便
す
る
。
．

　
勿
論
か
Σ
る
世
間
大
衆
を
絹
手
と
す
る
理
論
の
立
て
方
は
深
遠
な
藤
織
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、
少
く
と
も
そ
の
最
初
に
於
て
縁
趨
紳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

道
た
り
し
伊
勢
榊
道
が
、
か
エ
る
大
舞
儒
仰
指
導
の
立
場
か
ら
詑
か
れ
た
榊
宮
の
縁
起
の
聞
に
嚢
生
し
て
行
っ
た
と
云
ふ
事
は
充
分
考
へ

う
る
所
で
あ
ら
う
。
何
故
な
ら
ば
外
宮
の
嗣
窟
が
内
宮
に
射
し
て
嵐
己
の
奉
仕
す
る
外
宮
の
御
融
徳
を
強
調
せ
ん
と
す
る
に
は
か
エ
る
縁

趨
を
語
る
方
法
、
脚
ち
當
代
諸
所
の
甦
寺
が
有
し
て
居
た
縁
起
物
語
に
も
通
じ
て
み
る
民
衆
僑
仰
結
縁
の
縁
趨
聯
三
親
の
組
織
を
と
る
察

が
最
も
好
都
合
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
．
、

　
そ
れ
は
軍
に
建
勢
紳
道
そ
σ
γ
も
の
が
、
そ
の
精
榊
に
於
て
は
從
來
の
佛
激
的
色
彩
か
ら
離
脱
せ
ん
と
し
乍
ら
、
而
も
樹
そ
の
方
法
と
し

て
は
其
れ
よ
の
腕
し
え
な
か
つ
九
所
に
申
漁
三
道
の
へ
っ
の
特
質
を
縫
う
る
と
爽
に
、
こ
の
縁
起
を
の
も
の
が
こ
の
蒔
代
の
藤
縄
と
羅
逓

す
る
も
の
を
有
す
る
事
は
、
既
に
柴
照
實
氏
の
指
摘
す
る
瓶
で
あ
る
。

　
　
　
、
縦
欝
憩
蕩
威
甚
就
い
て
出
漁
）
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
藝
皐
七
島
笙
號
　
九
五

（95）



　
　
　
　
．
慶
禽
紳
蓼
州
立
に
瞬
い
て
（
縦
陣
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
襲
宇
七
輝
輝
甕
　

九
六

　
即
ち
そ
れ
に
よ
れ
ば
縁
起
な
る
　
欝
葉
は
審
田
鹸
撰
が

　
㎝
、
菓
臨
調
甦
、
化
現
降
臨
拗
講
以
來
、
就
”
…
縁
起
之
由
縮
一
構
補
二
藍
聯
動
傳
↓
以
二
躍
課
之
嘉
承
哨
稻
二
累
世
講
読
官
↓
鍵
盤
修
二
本
地
三
法

　
味
（
准
二
内
清
浄
之
理
敏
噛
捧
一
一
祭
祀
之
禮
．
糞
嚇
備
轟
外
溝
瀕
之
儀
式
こ

と
驚
く
如
く
、
物
の
由
緒
を
語
る
事
で
あ
り
、
中
世
に
於
て
は
そ
の
纂
は
則
ち
騰
史
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
而
し
て
古
代
氏
族
制
度
砒
會
の

復
活
で
あ
る
と
云
は
れ
る
中
租
封
建
制
度
塩
蒸
は
あ
ら
ゆ
る
存
在
が
そ
の
根
擦
を
過
去
に
有
つ
謎
會
で
あ
り
、
か
、
る
腿
史
主
義
の
砒
會

に
干
て
は
、
過
去
の
由
緒
を
語
る
事
、
師
ち
縁
起
を
響
く
講
は
と
り
も
薩
さ
す
、
そ
の
存
梅
理
由
の
主
張
で
あ
る
と
論
か
れ
て
る
る
。

　
果
し
て
然
ら
ば
、
内
宮
に
劉
し
て
外
宮
の
奪
巖
を
主
張
せ
ん
と
し
た
慶
會
榊
道
の
主
張
が
、
か
蕊
る
縁
起
の
形
を
採
っ
た
事
は
當
然
で

あ
り
、
叉
そ
の
「
曝
露
五
部
書
」
の
巾
「
實
基
本
紀
」
は
億
行
基
に
、
㎝
、
御
講
座
傳
記
」
及
α
、
御
黙
座
次
第
記
」
は
雄
略
天
皇
の
御
代
の
阿
波
羅

波
命
、
「
御
鎭
座
本
紀
」
を
繊
早
天
・
呈
の
時
代
の
飛
鳥
、
「
倭
主
命
枇
紀
」
は
天
武
天
皇
の
御
代
御
氣
な
る
も
の
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
な
し
、

何
れ
も
尊
い
十
代
に
擬
托
し
た
の
も
、
か
鼠
る
謄
塑
主
義
の
靴
會
に
於
て
は
亦
欝
欝
の
事
で
あ
ら
う
。
（
か
く
の
如
く
雷
入
に
假
托
し
て
儒

書
の
作
成
を
な
す
事
は
中
世
紳
道
共
逓
の
事
象
で
あ
る
が
、
傅
統
的
な
も
の
を
重
ん
じ
た
中
世
の
墨
継
、
殊
に
は
籔
に
よ
っ
て
磁
承
さ
れ
、

縫
さ
墾
毒
の
學
問
に
饗
し
は
轟
然
の
峯
£
の
っ
た
、
か
の
古
裂
が
冒
本
紀
の
家
」
と
し
て
の
蚕
の
累
世
の
古
さ
を
誇
っ
た
の

も
亦
同
じ
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
ら
う
。
）

　
而
し
て
樹
云
ふ
な
ら
ば
、
か
・
る
縁
起
を
語
る
と
君
ふ
事
は
、
こ
の
時
代
の
就
寺
の
絡
慰
物
が
そ
の
僑
仰
者
に
乏
し
て
実
需
を
論
き
示

し
、
膚
己
の
奪
貴
を
画
く
に
當
っ
て
、
こ
の
縁
趨
の
方
法
を
採
っ
た
事
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
如
く
、
そ
れ
は
｝
般
の
大
衆
を
意
識

（96）



し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
脚
ち
、
研
勢
獣
道
に
於
て
は
爾
宮
の
縁
趨
を
、
豊
凶
恩
想
的
に
最
も
縮
減
か
滅
し
て
み
た
佛
教
や
騰
藪
以
下
支
那
思
想
等
の
立
場
か
ら

論
く
事
に
よ
っ
て
、
欝
瞬
急
に
櫓
大
し
た
参
詣
考
の
信
仰
を
吸
属
せ
ん
と
し
た
事
は
充
分
理
解
し
う
る
。
而
し
て
そ
の
實
際
的
指
導
の
役

割
を
な
し
た
も
の
が
、
前
述
の
御
師
、
詔
弓
師
で
あ
っ
て
、
此
等
榊
宮
師
走
の
活
動
が
、
度
禽
紳
遺
の
減
立
に
大
な
る
役
翻
を
な
し
た
纂

も
亦
見
逃
す
べ
か
ら
ざ
る
事
で
あ
ら
う
．
、
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
而

謡
①
　
「
綾
釘
本
紀
」
天
建
仁
護
二
年
七
月
聖
子
の
條
に
見
ゆ
る
大
知
宮
寺
の
建
立
や
、
「
大
紳
宮
諸
難
鱗
甜
」
「
元
亨
罧
魯
」
に
あ
る
儒
行
基
の
東
大
静
建
立
断

　
　
　
願
の
爲
の
滲
無
…
等
に
よ
っ
て
竜
明
ら
か
で
あ
る
。

＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠
「
延
騰
儀
式
帳
」

「
綴
臼
本
紀
鳳
簑
基
三
年
八
月
及
び
岡
チ
一
年
二
封
の
籐

「
元
寧
繰
磐
」
紳
仙
簿

「
紳
國
決
疑
篇
」
に
は
鴫
騨
宮
嗣
官
の
蓬
寺
供
嚢
に
つ
い
て
そ
の
重
な
る
も
の
を
列
摂
し
て
居
る
。

朝
熊
金
剛
誰
専
の
継
筒
銘
に
は
承
窒
輩
酒
駕
の
蒐
木
田
隠
盛
と
外
富
の
田
楽
箒
の
埋
纏
叢
話
に
な
る
購
癒
記
し
て
み
る
。

こ
の
事
に
就
い
て
も
儲
蓮
の
難
響
臨
決
疑
櫨
抽
」
に
そ
の
窯
な
る
亀
の
が
見
え
る
。

「
東
大
毒
鍛
縫
滲
詣
摂
勢
大
稗
寓
記
」

「
欝
…
錬
抄
」
「
玉
葉
」
建
久
六
年
二
碍
黛
B
九
珂
の
礁
齢
、

「
薫
輩
ご
舞
㎝
久
五
年
正
霞
〃
瞥
珂
の
礁
陣

「
欝
錬
抄
≒
¢
和
訴
貰
次
記
」
建
保
閣
年
二
月
聾
…
晶
欝
の
條

「
蕎
饗
鏡
」
正
蕪
元
年
鰍
月
十
五
鷺
の
條

慶
長
元
年
箆
測
賛
七
貰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
簾
命
M
聯
漕
榊
の
綬
…
立
に
就
い
て
（
溝
羅
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
七
焔
讐
　
篤
既
　
號
　
　
　
九
七

（　9，7）



⑫＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠⑳⑳

度
禽
噺
騨
灘
～
の
域
立
に
就
い
て
（
溝
原
）

第
二
牽
七
巻
　
第
｛
號

九
八

無
粥
侶
の
融
旧
婚
際
夢
想
に
つ
い
て
は
、
梅
斑
晶
義
Ψ
拶
逸
の
「
綴
…
流
搬
罪
蜘
窟
憲
篇
（
蝋
騨
髄
麗
麗
孤
燃
誌
）
世
継
照
、
そ
の
搬
な
る
も
の
訣
の
如
し
、

建
久
誰
年
嬉
嬉
ハ
蕉
薬
）
、
建
保
覚
際
奪
長
房
ハ
釜
妻
鏡
〉
、
弘
長
年
間
欝
欝
建
（
沙
石
集
）
、
丈
永
十
年
頽
大
寺
思
腿
ハ
懸
海
際
詣
紀
）
、
建
濃
蕪
年
集
寺

叢
鍵
（
東
灘
疑
者
補
任
）
、
私
安
二
年
東
毒
周
助
ハ
附
薗
）
、
岡
薄
年
東
毒
定
濟
（
瞬
上
）
、
同
隣
姦
濫
九
年
酉
爾
通
海
ハ
癒
海
黒
帯
艶
）

憩
欝
の
佛
事
接
近
の
纂
は
、
閥
餌
米
夫
氏
「
伊
勢
憩
蟻
の
昇
騰
巡
程
」
参
照
せ
り
。

憎
弘
｛
女
八
年
漁
耀
奥
惜
脚
に
よ
れ
げ
窯
蝋
山
　
ト
…
織
端
に
潔
つ
“
に
と
あ
る
。

正
安
二
年
撰

丈
保
八
年
八
鍔
撰

笹
蟹
…
二
年
の
撚
…
で
、
巻
一
の
奥
澱
“
に
「
葵
出
山
小
臣
轟
朱
勾
”
断
々
酪
一
之
、
後
掌
・
多
院
御
作
一
撃
篇
串
御
　
門
中
紬
∵
｝
爵
之
牽
嘗
一
盛
當
内
職
四
以
瓢
概
勝
掌
御
…
教
書
一
叡

蔵心

V
趣
被
昌
稠
晶
卜
凹
山
ハ
條
施
行
」
と
胃
兄
ゆ
γ
O

「
喉
一
聯
甦
嶺
法
要
集
」

大
西
源
一
氏
の
「
、
南
朝
の
謄
れ
た
る
勤
王
家
　
　
伊
勢
度
羅
馬
－
…
…
」
な
る
論
丈
嚢
照
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
）

「
竺
紳
襲
餐
集
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

「
中
右
記
」
蕪
保
二
兀
年
十
月
帝
餌
、
同
げ
三
年
正
浦
〃
五
爾
の
條
。

「
後
二
條
師
趣
記
」
寛
湘
七
年
七
帰
十
二
日
の
藻
。
　
　
　
　
‘

「
玉
葉
」
に
は
承
安
三
年
・
勲
賀
の
榊
劔
奉
獄
の
螂
が
見
え
「
轟
轟
鏡
」
に
嫉
瀞
承
五
年
十
月
廿
歳
、
養
和
二
寝
正
月
辞
八
階
、
縁
二
月
八
日
、
丈
活
三
年
・

一肩

似
崇
嚔
P
、
　
建
保
山
和
州
∴
i
二
目
押
舐
嬉
、
　
蹴
欝
・
氷
…
呂
年
馬
蝿
月
三
減
等
に
類
朝
の
私
の
蘇
・
幣
畠
の
礁
冒
か
欝
兀
・
凡
、
　
其
他
、
　
建
久
｝
兀
年
二
月
旧
稿
臼
の
條
に
は
、
　
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

夫
向
米
の
名
の
下
に
全
随
　
の
祉
寺
蕪
國
に
纒
筥
費
を
賦
課
し
、
薦
挙
…
　
…
年
六
月
貿
疑
、
實
治
こ
年
十
二
二
月
背
縫
の
媛
に
は
紳
官
行
政
椴
の
…
蔀
が
幕

府
の
手
に
移
さ
れ
る
に
釜
つ
た
事
が
見
え
る
。

繊
禰
寛
の
尾
鷲
は
「
中
膚
記
」
永
久
二
年
正
月
の
條
や
、
沼
代
の
諸
離
禁
忌
に
よ
わ
ぱ
、
百
入
試
盃
二
百
人
の
多
鷺
に
滅
び
、
「
三
代
鋼
符
」
に
は
建
久
．

二
年
・
…
畠
月
廿
八
謹
　
の
宣
篇
嬉
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
持
綴
る
と
、
之
が
ほ
〔
獅
犠
に
つ
い
て
の
闇
即
類
烈
ψ
猫
八
窟
一
し
て
居
る
雷
煙
な
繍
μ
弓
う
る
ハ
甲

銀
師
の
初
見
皆
鰯
妻
鏡
墾
癩
元
年
＋
蜷
暫
欝
の
藻
に
、
相
等
二
郎
大
夫
莞
倫
が
見
え
る
が
、
其
他
誉
氷
…
｝
鷹
班
豊
備
疑
の
藻
に
よ
る
と
光
親
紳
主

魂
亦
韻
朝
の
「
年
凍
の
御
勝
講
塑
で
あ
っ
た
事
が
見
え
る
し
、
奨
他
生
倫
紳
窯
、
ム
誌
大
夫
光
冠
愚
鰍
朝
の
御
師
と
し
て
活
躍
し
て
居
る
。


